
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

大溝原田地区の 「庚
こうしんどう

申堂」は、元和4 （1616）年2月に建設され、
大正5 年には300年祭を開催しており、今年400年を迎えました。
平成19年度、字役員から 「平成28年に400年を迎える」との
話があり、断片的な協議を経て、24年度に 「大溝原田地区 『庚申
堂』400年祭記念事業準備会」を設置。担当委員を中心に検討
し、記念事業は先人に恥じることなく、大溝地区らしいものとし
て「式典」「祝賀会」「開眼供養」を執り行うこととしました。
「式典」は、「納庚申の日」の12月4日に行われました。式典前に
は、シニアクラブが掃き清め、役員が会場を設営。祭壇には紅白餅
（後日全戸配付）と、婦人部が用意した７種類のお菓子、野菜、添
え花、果物が供えられました。雨の中、式典には大勢の大溝住民
が参列。400年前の先人が、刈屋畑の戦いの功績で得た松前城
の城石で築いたお堂と 大榎木・藤の古木を眺め、昔に想いをはせ
ながら、教深寺住職の説法、僧侶の読経、焼香などを行いました。
「祝賀会」は、大溝公民館で行われ、伝説 「人のいろいろな疾患や
苦しみは人の体内に住むといわれる、三

さん

尸
し

虫
ちゅう

のせいで、この三尸虫が
庚申の夜、人が眠ると体内から抜け出て、天帝に讒

ざん

訴
そ

 するという。庚申
の夜には全員が堂に集まり夜通し眠らず、三尸虫が体内から抜け出

るのを防いだといわれている （松前史談会史）」について語
り合いました。残念ながら、今はこの行事は途絶えています。
「開眼供養」は 「初庚申の日」の2月2日に、記念碑を建
てる予定で、これで一連の行事は終了します。我々の世代
で400年の記念事業を行い、次世代へバトンタッチが出来
たことに関係者はじめ、大溝住民一同がホッとしています。
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松前町は平成72年に25,000人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,613人     
女性   16,284人    
合計   30,897人    
世帯   13,228世帯

(－17）
(＋7）
(－10）
(＋12）

人の動き
 （Ｈ28.11.30現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   1月31日火    口座振替  1 月 25 日水

町県民税　   　                　 　　     　       第 4 期
国民健康保険税（普通徴収）　      　  第 7 期 
介護保険料（普通徴収）　　　　    　  第 7 期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）  第 7 期

田中安男 さん
＝大溝＝

Tanaka Yasuo

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が「大溝原田地区の『庚申堂』400年
記念事業」について取材しました。

このコーナーは、広報担当者ではなく町民の皆さん
がカメラを持って、松前町
の魅力を取材します。取材
してくれる人を募集中です。
詳しくは、総務課広報情報
係 （☎985-4132)に連絡を。

水口裕一さん　 江里子さん   
諒くん   菜 ち々ゃん   

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

（出作）

家 族 の き ず な

◉PROFILE
みなくち・ひろかず　会社員。楽しみは家族でキャンプをすること。
　伊予市出身
みなくち・えりこ　パート。DIY、ガーデニングが好き。出作出身
みなくち・りょう　バレーボールを頑張っている。中1
みなくち・なな　英語を頑張っている。小 4

　出作に住む水口さんファミリー。家族4人での時間を大切に
する仲良し家族です。
　もの作りが共通の趣味の裕一さんと江里子さん。庭や小さな
家具などを2人で協力して作っています。現在作っているのは、
ウッドデッキです。「家族でバーベキューをしようと思って」と
話す裕一さん。「『お父さんが休む休日はないね』とよく話して
いるんです」と、休日でも家族に尽くしてくれる裕一さんの姿
に、「頼りがいがあって優しい」と江里子さんもほほ笑みます。
　そんな両親の姿を見て育った諒くんと菜々ちゃん。2人とも
進んでお手伝いするほか、両親の誕生日には2人が協力して、
手作りの飾りに、手作りの料理で感謝の気持ちを表します。「カ
レーを作りました」と菜々ちゃんもにっこり笑います。
　年に数回行くキャンプも4人の楽しみの一つです。「ハイキン
グがしたい」と諒くんが話せば、「川で魚のつかみ捕りをしたい」
と話す菜々ちゃん。年末には4人での初スキーも待っている水
口さんファミリーの楽しい時間は、まだまだ続きそうです。
　次回は、江里子さんのお友達、浅古智美さん＝徳丸＝ファミ
リーをご紹介します。

ド、ドリブルの強弱が自分よりすごい人がいる」と康生く
んが話せば、「パスの正確性とドリブルの精度を上げたい」
と意気込む太陽くん。それぞれが他のメンバーの良さに
気付いて自分の課題を見つけ、技術を磨こうとしています。
　四国選抜、そして国の代表として活躍するために―。
常に上を目指す2人の挑戦は続きます。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!
祝賀会の様子

大溝地区に全戸
配布された庚申
堂400年祭記念品

榎木の根祭壇

一　岡田小学校５年生の嘉村太陽くんと喜安康生くん。サッカー
に熱中している男の子です。
　2人ともお兄ちゃんの影響を受け、太陽くんは幼稚園から、康
生くんは小学校1年生からサッカーを始めました。現在、松前町
児童館岡小サッカースクールで練習に励んでいる2人。康生くん
は「試合で点を決めたとき」、太陽くんは 「パスがつながったとき」
が楽しいと話し、練習日以外にも、壁打ちやリフティングなどの
自主練習を頑張っています。
　このように2人が努力を続けるのには、理由があります。現在、
太陽くんは中予選抜として、康生くんは県選抜として、他チームの
メンバーと切磋琢磨しているのです。「体の入れ方、パスのスピー

1

「サッカーの中予選抜、県選抜メンバー」
嘉村 太陽 くん＝西高柳＝  喜安 康生 くん＝昌農内＝
Kamura  Taiyo                   Kiyasu  Kosei
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